
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コミュニティ組織づくりの考え方(準備会の提案) 
組織づくりの考え方は、御笠住民のまちづくりに対する盛り上がりをめざし、３段階方式で進め

ていきます。 

発行：平成 23年 12月 御笠まちづくり準備会 

第１回 代表者会議(勉強会) 
企画会議① 

平成 22 年 9月 16 日(木) 

平成 22 年 11 月 29 日(月) 

・ｺﾐｭﾆﾃｨ形成を確認する 
企画会議② 

平成22年12月24日(木) 第２回 代表者会議(勉強会) 

企画会議③ 

平成 23 年 2月 24 日(木) 

全体スケジュール 

平成 23 年 2月 9 日(水) 

・御笠の課題を知る 

第３回 代表者会議(勉強会) 
平成 23 年 3月 23 日(水) 

・ｺﾐｭﾆﾃｨ運営協議会について 

第４回 代表者会議(勉強会) 
平成 23 年 10 月 31 日(月) 

・活動を知る 

準備会⑥ 

平成23年11月16日(水) 

設 立 総 会 

企画会議④ 

平成 23 年 7月 14 日(木) 

準備会① 

平成 23 年 8 月 5 日(金) 

準備会② 

平成 23 年 8月 29 日(月) 

準備会③ 

平成 23 年 9月 13 日(火) 

準備会④ 

平成 23 年 9月 26 日(月) 

準備会⑤ 

平成23年10月19日(水) 

第５回 代表者会議(勉強会) 
平成 23 年 12 月 6 日(火) 

・御笠の夢を語る 

第６回 代表者会議(勉強会) 
平成 24 年 予定 

・実行を考える（未定） 

準備会⑦ 

平成23年12月21日(水) 

お問い合わせ先    

御笠まちづくり準備会 事務局 横山(御笠コミュニティセンター内) 

ＴＥＬ （０９２）９２２－２６０１ 

区長会 安全・安心部会 自然・環境部会 

健康福祉部会 次世代育成部会 生涯学習部会 

コミュニティ形成の目的や考え方など、準備会で話し合ってきた検討内容が報告されました。 

そして、同じような活動をしている団体同士でグループ分けを行い、活動内容を含めた自己紹介など情

報交換を行いました。 
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■第４回 活動を知る 

コミュニティ組織づくりの目的 (準備会の提案) 
住みやすい 住み続けたい 明るい御笠のまちづくり 

次世代を担う子どもの育成 多世代交流の推進 安全安心のまち 

自然・環境・文化遺産が守られるまち 

第１段階は、同じような目的や内

容で活動している既存の団体同士

で部会を形成し、情報交換を密に

し、お互いの活動の活発化を促す

連絡会を組織していきます。 

第２段階は、各部会の代表者が集

まり、課題を共有し、事業の連携

を話し合うなど運営委員会を組織

していきます。 

第３段階は、体制・規約・事業計

画の作成など行い、まちづくり協

議会設立を目指していきます。 

（平成 22 年度） 

昨年度、御笠地区の区長会や各種団体の

代表者が集まり、コミュニティとは何かな

ど、どうしてコミュニティが必要なのか、

新しいコミュニティについての勉強会を、

御笠コミュニティセンターで 3 回開催し

ました。勉強会では、御笠地区の課題や活

動団体の現状など確認し合い、一緒に連携

してできることなどを話し合いました。 

（平成 23 年度） 

今年度に入り、御笠地区の状況に応じた

体制を検討していくため「準備会」を立ち

上げ、御笠のまちづくりの方向性や目標、

進め方などを議論してきました。そして、

御笠地区の区長や各種団体の代表が集ま

り、代表者会議を開催し、準備会における

検討経緯を報告し、お互いに知り合い、み

んなで御笠を将来どうあるべきかを考え

ています。 

筑紫野市では、「地域コミュニティ基本

構想」にもとづき、小学校区を基本単位と

したまちづくりが進められています。 

コミュニティを御笠地区に当てはめて

見ますと、御笠地区の１６行政区（自治会）

をはじめ、地区で活動されている環境・福

祉・子育て・防犯などの市民活動団体や関

連組織、住民で構成された「地域自治組織」

となります。 

少子化や高齢社会をむかえ、地域での連

帯意識や帰属意識が低下する中、行政区

（自治会）のみで解決できない課題や地域

全体に関わる問題などが、今後増加するこ

とが予想されます。 

このコミュニティによりこれらを解決

し、住み続けたいまちにするための取組み

です。 

 そのため御笠地区で活動される団体や

組織が一同に会して将来の姿や組織のあ

り方などについて勉強し、会議を重ねてい

ます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■第 1回 コミュニティ形成を確認する 

御笠地区  

吉木校区（１０行政区） 

香園、原、柚須原、西吉木、東吉木、大石 
宮の森、本道寺、みかさ台、ゴルフ場団地 

阿志岐校区（６行政区） 

天山、上阿志岐東、上阿志岐西 
牛島、中阿志岐、下阿志岐 

行 

政 

区 

・ペタンク      ・グランドゴルフ 

・卓球教室      ・ゲートボール 

・軽スポーツ大会   ・神社清掃 

・おこもり      ・八朔祭り 

・お座・宮座     ・ほうけんぎょう 

・敬老会       ・夏祭り 

・バスハイク     ・宝満クラブ 

・もちつき大会    ・資源回収 

・くらしの助け合い  ・健康推進行事 

・お月見会      ・ワンコインパーティー 

・子ども相撲       ・グランドゴルフ 

・おこもり        ・お座 

・敬老会         ・夏まつり 

・かみにしふれあいサロン ・あしきシネマクラブ 

・カラオケ        ・お詩い 

校 

区 

・サマーキャンプ   ・アンビシャス子ども広場 

・ふれあいコンサート ・日韓交流コンサート 

・盆踊り       ・門松建て 

・友愛セール     ・昔あそび 

・春ごもり      ・ロッククライミング 

・ふれあいキャンプ    ・アンビジャス子供広場 

・ふれあいフェスタ    ・宮地岳探検 

・あしきふれあい隊ＣＢＧレンジャー 

・どんど焼        ・餅つき 

・招待給食        ・おはなし会       

・天山ふれあい会     ・森林保全活動 

・資源回収        ・懇談会 

・かるがも隊＿小学校送迎 ・田植・稲刈り体験 

・花いっぱい運動 

地 

区 

・市民体育祭     ・老人会運動会 

・グランドゴルフ大会 ・歩こう会 

・青色パトロール 

・市民文化祭       ・文化遺産保護普及 

・軽スポーツ大会     ・いきいきサロン 

■第２回 御笠の課題を知る 

自然・環境 生活基盤 

福祉 

文化・歴史 

子ども育成 

安全・安心 

3.5 

4.5 

4.5 

4.0 

3.5 

4.0 

2.5 

4.0 

3.5 

3.0 3.0 

3.0 

○青パトの安全・安心効果 
×防災体制がない 

○自然・山・川・空気がきれい 
×ゴミの不法投棄 

○大きな道路があり、スーパーが近い 
×公共交通の便が悪い 

○古くからの歴史がある 
×発信不足、ＰＲ不足 

○区ごとでまとまっている 
×福祉バス整備が不充分 ○子ども広場、アンビシャス 

×御笠全体のネットワークがない 

■第３回 コミュニティ運営協議会について 

名
称 

・ふるさと 

・ふるさと自然 

・自然環境 

・ふるさと創生 

・子ども育成 

・青少年育成 

・子ども未来 

・子ども育成 

・安心安全 

・防犯・防災 

・安全 

 

・福祉 

・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

・産業 

・農と商 

・営農 

・食育 

・きずな 

・地域づくり 

・NET ﾜｰｸ 

・情報発信 

・基幹 

・役員会 

所
属
団
体 

・宝満川を守る会 

・蛍・花育成会 

・ふるさと創生会 

・ふれあい会 

・ふれあいｻﾛﾝ 

・ＰＴＡ 

・ｱﾝﾋﾞｼｬｽ子ども

広場 

・子ども育成会 

・吉木小学校神樹

の会 

・阿志岐小学校男

性委員会 

・筑紫野中学校親

父の会 

・少年指導員会 

・少年補導員会 

・このゆびとまれ

御笠 

・御笠青色ﾊﾟﾄﾛｰ

ﾙ隊 

・自主防災会 

・交通安全指導員 

・少年補導員会 

・少年指導員会 

・消防御笠分団 

・子ども育成会 

・消防班 

・みかさ輝きたい 

・ふれあいｻﾛﾝ 

・くらしの助けあい 

・ふれあい会 

・ふるさと創生会 

・民生委員会 

・御笠地区老人会 

・このゆびとまれ御

笠 

・ｱﾝﾋﾞｼｬｽ子ども広

場 

・御笠地区小公連 

・少年補導員会 

・御笠振興会 

・御笠女性会 

・御笠ＣＳ 

・いきいきｻﾛﾝ 

・御笠農事組

合 

・筑紫農協 

・御笠地区商

工組合 

・御笠地区区長会 

・御笠ｺﾐｾﾝ 

・御笠振興会 

・御笠地区小公連 

・御笠地区体育振

興会 

・御笠地区老人会 

 

・御笠地区区長会 

・御笠ｺﾐｾﾝ 

・御笠振興会 

・御笠地区小公連 

・御笠地区老人会 

・御笠地区体育振

興会 

・民生委員会 

主
な
活
動
内
容 

・川の清掃 

・蛍の里づくり 

・美しい故郷づく

り 

・安全な遊び場確

保 

・見守る 

・相談員 

・遊び指導 

・青ﾊﾟﾄ巡回 

・交通指導 

・防災活動、指導 

・地域の危険場所

ﾏｯﾌ （゚防災、通

学路等） 

・高齢者交流 

・花いっぱい活動 

・高齢者支援活動 

・健康体操 

・高齢化社会の対応 

・独居老人への声か

け 

・地域産業活

性化 

・特産物の開

発 

・雇用拡大 

・地域産業の

ｻﾎﾟｰﾄ 

・体育祭 

・文化祭 

・学習会 

・料理教室 

・地域連絡網のｽ

ﾀｰﾄ 

・市民協働のまち

づくりｻﾎﾟｰﾄ 

・基幹活動 

・町おこし 

・公民館活動 

・体育振興 

 

平成 22 年度の代表者会議（勉強会）第 1 回は「コミ

ュニティ形成を確認する」をテーマに、筑紫野市が進める

「地域コミュニティ基本構想」の説明をして、山家地区や

宗像市の取り組みを紹介し、「コミュニティとは何なのか」

を学び、御笠地域の活動を洗い出し、それぞれの行政区単

位、校区単位、そして御笠地区全体で行われている活動に

分類しました。 

第 2回は「御笠の課題を知る」をテーマに、「自然・環

境」「生活基盤」「安全・安心」「文化・歴史」「福祉」「子

ども育成」の６分野を設定して、５段階評価で点数をつけ、

それぞれのテーマの良い点・悪い点を話し合いました。 

第 3 回は「コミュニティ運営協議会について」をテー

マに、第 2 回の地域の課題をもとに、既存組織や団体が

連携してできることを確認しました。そして、「どういう

専門部が必要となるか」について、意見交換を行いました。 

平成２２年度（第１回から第３回代表者会議） 


